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 背景：動脈硬化関連疾患における虚血に陥った組織に対する生体反応には、angiogenesisと arteriogenesisと






では分解能や測定範囲に限界があり、直径 1mm以下の微小血管を in vivoで可視化し、高精度解析することは




















手術直後、手術 4日後、1週間後、2週間後、3週間後、4週間後に行った高分解能 X線 CTによる 3Dイメー
ジングでは、手術直後、4日後の虚血肢の手術部位に血流途絶を認めた。また、虚血肢の 1週間後以降で拡張
した深大腿動脈が可視化され、そこから末梢へ伸びるコークスクリュー様血管を認めた。虚血肢の深大腿動脈







ュー様血管の全長においても 1 週間後で 6.6±1.1mm（±標準偏差、n=5）に比べ、4 週間後で 8.6±0.8mm（±標
準偏差、n=5）と有意に増加していた（P<0.05）。 
コークスクリュー様血管を含む筋肉組織のウェスタンブロッティングによる解析では、血管新生関連蛋白









以上の結果は、高分解能 X線 CTの解像度では見えない程微細な側副血管が arteriogenesisにより成熟し、コー
クスクリュー様血管として経時的に可視化されてきたことを示唆している可能性がある。本研究で認められた
コークスクリュー様血管はヒトの末梢動脈疾患患者にも認められる。これらの血管の発現メカニズムや発現場
所、発現時期などはまだ詳細に解明されていないが、末梢動脈疾患患者における虚血組織の血流維持に重要な
役割を果たしていると考えられる。よって、本研究で得られた知見はヒトの arteriogenesisのメカニズムを知る
ことと、末梢動脈疾患患者に対する新たな治療法開発の一助となりうると考えられた。 
結論：本研究では、後肢動脈虚血モデルマウスを用いて、arteriogenesisのメカニズムを高分解能 X線 CTによ
る 3Dイメージングにより高精度に解析することを試みた。その結果、深大腿動脈の拡張と収縮、それに伴う
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コークスクリュー様血管の成熟が、後肢虚血環境における arteriogenesis由来の血管リモデリングメカニズムと
して極めて重要であることが分かった。 
